
故郷、函館港での船舶無線室、その１として２隻紹介します。 
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北海道庁の所属で、釧路港が母港の漁業取り締 
まりが任務です！ 今日は函館にお立ち寄りです。   
いつも思うのですが、官庁船は手入れが行き届い 
てとてもきれいです。 

無線室は、卓がＬ形に配置され、二つもありました。 
こちらは、HFの卓で漁業無線局と電報のやりとり 
もあるため、しっかりと電鍵が置いてありました。 

HF卓の左側は、方向探知器が３台、27，40MHz等 
の、無線機がセットされています。 
３台も方探がいるのか？と聞いたところ、海上保安庁 
のヘリの航跡も追尾するとのこと。 
さすが、取り締まり船です。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

若い人物は、私ではありません！！ 
小樽水産高校出身の次席通信士です。 
道庁関連の船は、同校の出身者が多く乗っています。 
ガンバレ「道産子」、おっと出身は八戸での次席通信士で 
した！ 本船では、通信士は２名乗船してます。 
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北海道立函館水産試験場の試験調査船です。   

漁業資源の調査、研究が任務です。 
コンパクトですが新鋭船のため、漁労設備、 
電子機器は充実しています。 
キルリ文字が書いてあり、ロシア海域の近く 
まで調査しているようです！ 

GMDSS船ですが、商船とは異なり、漁業無線 
局と交信するため、まともなコンソールです。 
真ん中は、液晶のディスプレイですが、ここに 
GMDSSの誤信号が、毎日表示されます！ 
時計も既に沈黙時間の赤表示がありません。 

JRC のHF受信機NRD-301A です。 
本機も生産中止になり、NRD-302 に統合され 
たようです。 
この種の受信機は、水産庁、遠洋漁船、水産高

校（最近は海洋高校と称する所多し）等の実習 
船位しか、需要がありません。 

まだまだ、函館港の船舶画像が 
あります。続報にご期待下さい。 


